
大会参加までの流れ①
（生徒・保護者用） 入学・進級

部活動入部検討
地域クラブ加入検討

部活動と地域クラブに加入
（例：水泳と野球・陸上とサッカー）

地域クラブのみに加入部活動のみに入部

中総体（全中予選）に部活動と地域
クラブのどちらからエントリーするか

検討

加入した（している）クラブが
中体連に登録しているか確認する

従来どおりの流れ・大会参加

※途中で地域クラブへ移籍する場
合は要注意

＜注意事項＞

①全中予選に参加する区分を選択する際
に「人数や実力の影響等で選手登録から
外れた」場合にもう一方のチームに戻る
（参加区分を戻す）ことは不可。「試合に出
られなかったとしてもこのチームの一員と
して活動する」ことを選択する。

②「Ｂ地域クラブ活動」を選ぶと、部の仲
間が対戦相手になることもある。よく考え
て判断する。

＜注意事項＞
全中予選を含め、出場できる種目は
一人１競技が原則。
例：野球と水泳両方に出場はできない。
例：野球で敗退したので水泳に出場
など試合結果における場合も不可。

部活動（学校）
からエントリー

地域クラブから
エントリー

＜注意事項＞

自分が加入しているクラブ
の中体連登録の有無は
別紙一覧表で確認。



大会参加までの流れ②
（生徒・保護者用）

＜登録済み＞

参加区分確認
書を作成

参加区分確認書を作成
＜登録なし＞

＜クラブのみに加入＞
当該チームの活動

これ以降の手続き不要

＜参加区分 Ａ：学校＞
保護者の押印

所属している部の顧問の押印

＜参加区分 Ｂ：地域クラブ＞
保護者の押印

加入しているチームの責任者の押印

＜在籍中学校へ提出＞
※学校が「一連の期間」終了まで保管する。

※以後全中終了まで出場区分の変更は認められない。

＜部活顧問か地域クラブ活動の責任者が大会参加申込み＞

＜大会参加＞

＜注意事項＞

「大会参加」とは試合出場のみで
なく、選手登録せず、応援やサ
ポートを含む活動を意味します。

地域クラブで選手になれなかった
場合でも所属するクラブの仲間と
大会期間を過ごすことになる。

＜登録なし＞
＜部活・クラブ両方に加入＞

部活動での参加

＜注意事項＞

参加区分確認書で影響があ
る大会は中体連の主催大会
だけ。中総体と新人大会のみ。

クラブの選手として大会に参加部活の部員として大会に参加

「一連の期間」
とは、次年度
での「参加区
分確認書提出
までの期間」を
指します。



・中体連大会（中総体・新人大会）に参加する生徒は
全員提出します。
※参加しない生徒は不要
※「参加」とはチームの一員として応援に参加するこ
とも含みます。
※冬季種目（駅伝・スキー・スケート・アイスホッケー）
については当該競技の申込時に改めて参加を希
望する生徒のみ提出。夏季大会の区分とは異なる
場合もありますが問題ありません。

「A」か「B」のどちらかを選択します。
「B」を選んだ生徒は「３承諾」も記入押印が必要です。

所属する地域クラブの監督（コーチ）に
記入押印してもらってください。

その後、生徒本人が学校へ提出します。

提出してもらったものを学校が集計します。
（学校としての状況を報告するため）

中総体・新人大会に参加する生徒（登録選手だけで
なく、補欠も含む）は全員提出をしてください。



この変更届は提出期間（別紙参照）が決まっていま
が、中総体で早期に敗退し、新人大会に向けて変更
を希望する区分での練習を始めたい等についてその
活動は妨げません。あくまでエントリー上の不正をな
くすための期間設定です。

特別な事情があり、「中総体参加時の参加区分を新
人大会参加時に変更したい生徒」に限り提出する。
【特別な事情】の例

「当該団体で継続して活動したり、新人大会に参加したりすることが
困難な場合」
・当該団体が廃止（廃部・休部等）になり活動できない
・他メンバーとのトラブルなどにより、当該団体での活動ができない
・転居により、当該団体での活動ができなくなった など

２ 【変更前・変更後】のAかBのどちらかを選択。
Bを選んだ生徒は「３承諾」も記入押印が必要

３・４ 生徒が所属する団体の責任者が記入押印。
その後生徒が学校へ提出。


